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1. まえがき 

これまでの事務所系の高層建築物では，一

般的に鉄骨構造を用いることが多かった。柱

に鋼管を用いた鉄骨構造は鋼管の内部が中空

になっているのが特徴であるが，CFT構造は

鋼管の中に比較的安価なコンクリートを充填

した構造である。鋼管とコンクリートをそれ

ぞれ単独に用いる場合よりも経済的に強度と

剛性を確保することが可能であるとともに，

コンファインド効果により強度・靭性が増し，

座屈しにくくなるなどメリットがある。CFT

構造には角形と円形断面の二種類を展開して

おり，断面径が等しい場合断面性能が優れる

ほか，納まりが良いことから角形断面の採用

が一般的である。一方円形断面は意匠上の要

求がある場合や，エントランスの吹抜け部な

ど，比較的細長い柱として用いられることが

多い。角形断面の方が用いられることが多い

ため，実験データの量が円形断面より多く，

実験データの整理も円形より行われている。

本報告では，既往の実験データ1)と新たな実

験データ2)～9)を加え，角形と円形の既往の実

験データに基づく構造性能について検討する。 

 

2. 構造性能の検討方法 

 既往の実験データから得られた限界部材角

について検討する。また表1に検討に用いた

実験の実験変数の範囲を示す。今回使用した 

既往の実験データは，角形と円形どちらも一 

 

表１. 実験の実験変数の範囲 

 

定軸力下の曲げ実験のデータであり，単調載

荷と繰り返し載荷の２種類である。せん断力

が最大耐力以降で５%低下した点を限界部材

角Ruという。比較に用いた提案式10)を以下に

示す。 
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3. 検討結果 

3.1. 円形断面 

(a)実験値と計算値の比較 

図-1a)に限界部材角の実験値‐計算値の関

係を示す。図より，ばらつきはあるが，限界

部材角の実験値が計算値と比例している。こ

のことから，評価式によって円形CFT柱の変

形性能を平均的に評価できると考えられる。 

 

(b)限界部材角Ru‐座屈長さ径比Lk/D関係 

 図-1b)に既往の実験データから得られた限

界部材角‐座屈長さ径比関係を示す。図より

座長さ径比が6のデータが多いことが分かる。

実験値と座屈長さ径比は反比例している。座

屈長さ径比が大きくなるほど限界部材角の実

験値が小さくなるが，Lk/D=12あたりから，

長さが変わっても，限界部材角の値はほぼ同

等の値となっている。 

 

(c)軸力比による比較 

図-1c)に軸力比‐限界部材角関係を示す。

図より，軸力比が大きいほど限界部材角の実

験値は小さいこと，座屈長さ径比が6より大

きいと限界部材角の実験値が小さくなること
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が分かる。また，座屈長さ径比が6より小さ

い時，比較的限界部材角の値が大きいことが

分かる。 

 

3.2. 角形断面 

(a)実験値と計算値の比較 

図-2a)に限界部材角の実験値‐計算値関係

を示す。限界部材角の実験値が計算値と比例

している。このことから，評価式によって変

形性能をほぼ評価できると考えられる。 

 

(b)限界部材角Ru‐座屈長さ径比Lk/D関係 

図-2b)に既往の実験データから得られた限

界部材角‐座屈長さ径比関係を示す。座屈長

さ径比に関わらず，限界部材角の実験値は小

さく，円形断面と同様に座屈長さ径比が6前

後に集中していることが分かる。また，円形

断面と比較すると，角形断面の方が大きい値

の実験値が得られていることが分かる。 

 

(c)軸力比による比較 

図-2c)に軸力比‐限界部材角関係を示す。

軸力比が大きくなるにつれ，限界部材角の実

験値は小さくなっていることが分かる。また 

座屈長さ径比が12より大きいと限界部材角

の実験値が4以下で小さいことが分かる。円

形断面と比べて，角形断面が軸力比による影

響が大きいと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. まとめ 

 CFT柱の既往の実験データから得られた

知見を以下に示す。 

・円形断面では，座屈長さ径比が６を超える

と限界部材角が小さくなる。 

・円形断面と角形断面とも限界部材角は，評

価式によって平均的に評価できると考えら

れる。 

・円形断面に比べ，角形断面の方が軸力比の

影響が大きい。 
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図 1 円形 CFT

柱 
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c) 軸力比N/N0‐実験値Ru関

係 

 

a) 実験値 Ru‐計算値 Ru関

係 
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b) 実験値Ru‐座屈長さ径比Lk/D関係 

図 2 角形 CFT
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